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戦乱のペトナムと仏教者の鈴木宗憲 ・・ 大澤 広嗣 (1) 
中世仏教における融和と排除の論理―-「宗」と宗論をめぐって
・・・大塚 紀弘 (31) 
「往生論註Jの「二種法身」と「広略」の関係再考 ・・・・・ 田中 無紐 (53) 
〈記録〉









••• 田中智彦／志田文英／爪田一寿 (43) 
〈公開講座講演要旨〉
いのちのバトンタッチ—映画「おくりびと」に寄せて 行木 新門 (83) 
インドの仏教、 日本の仏教、 そして.・ ・・・・・・・・・ ・・・・. 宮崎 哲弥 (91) 
〈講演録・翻訳〉
Christopher Queen, Harvard University. Engaged Buddhism: Social Service 
and Public Activism (Spiritual Practice in the New Global Buddhism) 
エンゲージド・プデイズム一新たなグローバル仏教における社会活動と公共事業












OSAWA Koji. A Buddhist Monk Suzuki Shuken and Vietnam in the Maelstrom of War・ ・・ (1) 
OTSUKA Norihiro. The Logic of Integration and Exclusion in Medieval Japanese 
Buddhism: Regarding "Sect" and Sectarian Debates・ ・ ・ ・ .............. ・(31) 
TAN AKA Mury6. Reconsideration of the Relationship between the Two Kinds of 
Dharma-Body and the Expansive and Essence in the Wangsheng lunzhu・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・(53) 
〈Report〉
Report on the Activities at the Institute of Buddhist Culture for the 2012 Academic Year・・・ (79) 
〈Articles〉
IMAI Takashi. The Problem of "Triage" in an Uncompensated Incident: A Pilot Study of 
the Approach Based on "Niga Byakudo" (White Path to Pure Land across Two Rivers) 
. (1) 
HIRAHARA Norimichi. Western Science Meets Buddhist Psychology: Mind-Body 
Phenomena Investigated Through Embodied Cogrut1ve Science・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・(21) 
〈Symposium〉
TANAKA Tomohiko/TAKADA Bun'ei/TSUMEDA Kazuhisa. The Future of Buddhism 
and Jodo ShinshO. Buddhism: Inquiring into its Potentiality・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ (43) 
〈PublicLectures : Summaries〉
AOKI Shinmon. Handing of the Baton in Life: In Relationship to the Movie "Okuri-bito" 
MIYAZAKI Tetsuya. Indian Buddhism, Japanese Buddhism, and 
〈Lecture& Translation〉
Christopher Queen, Harvard University. Engaged Buddhism: Social Service and Pubhc 
Activism (Spiritual Practice in the New Global Buddhism) 
(83) 
(91) 
Translated by OGI Naoyuki・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ (93) 
The Institute of Buddhist Culture 
